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巻頭： 

 
  

トロント補習授業校 夏休み作品展より  

3 年 1 組 吉原 貞流くんの作品 

 「オオカバマダラのよう虫が食べる葉のりょう」 

 

リレー随筆 

「音楽とベーキング、私を魅了するミスマッチ」 

 

The Jazzy Made, Music & Baking Studio クルーチハル 

「あなたの職業は？」という質問に「音楽家ですが、ベーキング講師でも

あります」と答えると皆、首をかしげる。 

音楽とベーキング？、変な取り合わせだなと言う所なのかもしれないが、

本人にしてみれば至ってまじめに“こんなに似通ったものはない”という

持論を通している。 

まずその持論に入る前に自分の身に起こった大きな出来事をお話したい。 

  

将来を左右した出来事とそれによって得たもの 

音楽の領域で私が専門とするところは、ピアノと編曲で、アメリカの教育

機関を経てハリウッドでスタジオミュージシャンとして、またロードに出

ての仕事、数々のコンサート等をこなしていたが、ある時、私の将来を左

右する大きな事件が起こった。 

それはロサンゼルスのあるクラブでの仕事中、転倒した際に、左手がそば

にあったゴミ箱の中に入り、そこにあったビール瓶の破片が手首に突き刺

さったのである。もちろん仕事どころではなくなりすぐ救急へ。 

救急ではそこを縫い合わせる処置はされたが傷はとても深く、後日専門医

に回されると、腱とその周りの神経が皆ダメになっていて手術をしたとし

ても将来は何らかの後遺症が残ると言われた。ただ動脈をやられていれば

それだけでは済まなかったのだから運が良かったのかもしれないが。 

それからすぐアメリカでは５本の指に入るといわれた専門医に手術をして

もらい、４日間の入院、キャストを数ヶ月つけその後はリハビリ。キャス

トが取れるまでは自分の身に何が起こっているのかよくわからなかったが、

時間が経つに連れようやく現実が突きつけられたというか、見えてきた。 

リハビリでは、熱いオイルのようなものの中に手をつけたりボールを転が

したり、とにかく、ただそれらを必死に毎日続けた。医者には後遺症だと

か何とか言われたけれどそんな事は絶対にありえないと自分に言い聞かせ、

早く前と同じ状態にしようとただひたすらリハビリに夢中になっていた。

ピアノのような筋肉を使う楽器は尐しでも練習を怠ればすぐ後退してしま

いプロとしての仕事は出来なくなるからあせっていた。 

そしてその間にもそこのクラブを訴えようと弁護士を選び、行動に移して

いたが、 

運が悪い事にそのクラブはマフィアが牛耳っていてどの弁護士も皆降りて

しまった。それ以上、事を進めるのは危険と助言されしぶしぶ引き下がる

以外にはどうすることもできず、今でもそれを思い出すと悔しい気持ちで

一杯である。 

その後、リハビリのお陰で随分回復はしたが、前と同じ状態にはならなか

った。しかしそれにもかかわらず、たとえ以前とは違っても音楽をあきら

める必要もなく今までやってこられたのは幸運であった。さらにこれがき

っかけでベーキングの世界にも入るようになり、「災い転じて福となる」

というのはこういうことかもしれないと思った。 

  

 

  

カナダ音楽観 

http://www.torontoshokokai.org/trillium/200912/3-1yoshihara.jpg


 
2009 年 12 月号 トロント日本商工会 

 

~ 2 ~ 

カナダに移住して８年、今ここで特に私が力を入れているのは音楽教育。 

ここにはロイヤル音楽院、そしてそこ主催のグレード試験システムなど恵

まれた教育環境がある。私が所属しているオンタリオ及びカナダ公認音楽

教師協会(ORMTA.)は、音楽を学ぶ生徒のレベル向上にとても力を入れてい

る団体である。生徒の質向上には教える側のレベルと共に教えられる側（生

徒とその保護者）の芸術に対する価値観がどうかと言う事が関係してくる。 

先ほども名前が出たロイヤル音楽院主催のグレード試験の生徒の点数、あ

れは先生選びの一つのヒントにする事が出来るいいものだと思う。 

 

 

さて、カナダにおけるジャズ教育はというと、ハンバーカレッジを始めジ

ャズ科を設立している大学が増えてきているのはうれしい。トロントオー

ルスターバンドも若い人たちの才能発掘に大きな役割を果たしている。た

だ本家アメリカと比べるとジャズ人口が尐ないせいか、ある高校のジャズ

バンドなど（私の見た範囲では）ジャズと言うものからは程遠く、もう尐

しアメリカの高校などをお手本にしたほうがよいのではないかと思えるよ

うなものがあるのも事実だ。 

ロイヤル音楽院のグレード試験システムはクラシック系だが、同じように

歴史のあるカナダ音楽院がジャズグレード試験システムを立ち上げジャズ

音楽演奏の質向上に向けて動いている。ただ、まだピアノの先生でジャズ

も教えられる人たちが数尐ないという事が、この試験が今の所あまり知ら

れていない原因の一つになっているようだ。私自身もこれにはいろいろか

かわっていきたいと思っている。 

昨年、私もメンバーになっていたＩＡＪＥ（国際ジャズ教育協会）ＵＳＡ

がまさかの倒産をした。カナダ本部からはそれに巻き込まれる事はないと

説明をうけていたのにもかかわらず、消滅。あの協会のジャズ教育に対し

ての働きが大きく、２年前、トロントで行われた最後のＩＡＪＥコンフェ

レンスも大変良いもので、スカラシップ等、若い人たちのやる気を支えて

いたのに本当に残念と思っていた矢先、ＣＡＪＥ(カナダジャズ教育振興協

会)から、ついに念願だったこの協会がまた再び立ち上げられたと連絡が入

ってきた。これからのトロントのジャズシーン、どう前進していくか楽し

みだ。 

音楽教育に力を入れている、と述べたが、その一環として「若い人たちの

ためのコンサート Young People’s Concert」というのがある。アメリカ

や日本でやってきたコンサートのプロデュースなどの経験を生かし、ここ

でも何か面白いものができないかと思案していた所、オンタリオおよびカ

ナダ公認音楽教師協会（ORMTA）から依頼を受け本格的に協力をする事にな

った。題名では｢若い｣とあるが、若い人たちのためだけではなく老若男女、

誰にでもコンサートの面白さを伝えるというのが主旨で、楽器演奏のみを

聴くのではなく使用楽器や曲の内容の説明や聴衆との質疑忚答などがあり、

聴衆と一体になったとても教育的な内容になっている。 

 

ベーキングとの出会い 

私とベーキングとの最初の出会いは随分前にさかのぼるが、初めに話した

「将来を変える出来事」が起こって悶々としていた時、本格的にベーキン

グの専門学校に通い、その勉強にも夢中になっていた。すると、それまで

はただ卖に好みのパンやケーキなどをレシピーにそって材料を混ぜるだけ

で、卖純においしい、おいしくないだけの世界だったのが、それ以外にも

面白い世界があるのだということがわかった。 

  

 

 

我がベーキング考察カナダ編 

カナダに来て一番苦労したのは気に入った材料を集める事とその材料にあ

ったメニュー（レシピ）の編集をする事で、粉も水も日本のそれとは大き

く違い、日本で使っていた分量ではうまく出来なかった。  

特に私が重要と考えているのがオーガニック系の材料で、そうなると探す

のはもっと大変。すべてを用意するのに２年ほどかかったが、今はここカ

ナダでも納得がいくようなものが作れるようになり、生徒さんともども喜

んでいる。カナダにある材料で、もちろん添加物なし、オーガニック中心、

それで自分の味が出せるかどうかという事が重要課題だ。  

ジャジーメイドのメニューはどれも手間隙をかけて作るもので、今は忙し

い世の中だからと、何でも手早くインスタントで出来るものを望む人たち

のニーズには、答えてはいない。反対に忙しい世の中だからこそ、時間を

かけて臨むことが重要だと考えている。熟成されたものには真の味わいが

ある。 

最近は、コース以外にも卖発講習のリクエストが多く、いろいろなメニュ

ーをジャジーメイド（ＪａｚｚｙＭａｄｅ）流にアレンジして提供してい

る。 
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音楽とベーキングの類似点、私の持論 

私にとってのベーキングの魅力は、ただレシピーに書いてあるものをその

通り作って終わりではなく、自由に材料、配合をいろいろ考える事。たと

えば塩がわずかな違いでどれだけ他の材料に影響を与えるか、これをこの

計算でこの時間この温度で混ぜたらふくらみ具合は、とかそういった実験

的なことがとても楽しい。 

音楽の場合は、もし演奏であるならば、指先のタッチ、手首、腕などの使

い方で音が変わる様、編曲であれば音、和音の組み合わせ、楽器の組み合

わせ等、どうしたら自分の思ったような感じに変えられるか等。 

以上がまさしく私が言いたい音楽とベーキングの類似点である。  

自分の思いを音楽は音符、音で表現、ベーキングは粉など材料で表現と言

う所だが、この追求には終わりがない。 

一見不可思議な組み合わせだと思われる「音楽」と「ベーキング」。しか

しこのミスマッチの裏側には深い意味、そして共通の言葉、「創造」とい

うパッションが秘められているのである。種類を問わず熱中できるものが

ある人生は面白い。 

 

The Jazzy Made Music & Baking Studio 主催、www.jazzymade.com 

Oakville 在住 

カナダで事業：業界 表話ウラ話 

第 16 回  貿易観光運輸委員会より 

「北米鉄道輸送に革命をもたらせた 

ダブルスタックカー(Double-Stack Car)」 

 

西濃シェンカー（Schenker of Canada Ltd.） 渡部 鴻次郎  

 

世界は日進月歩で、進歩を遂げています。卖純に、国際間のやり取りを振

り返っても、かつては FAX で行っていた海外との通信が、今では瞬時に世

界中と交信が出来るインターネットになり、そのインターネットも、日に

日に高速が図られており、画像や書類の送信も、E-mail に添えて送受信が

できる時代になりました。技術革新や技術革命により、今では、通信端末

の小型化や、携帯性も飛躍的に進歩し、携帯電話やブラックベリーによっ

て、24 時間通信を維持できるようになっています。  

5 月の『とりりあむ』にも書きましたが、20 世紀の国際貨物輸送は、コン

テナ輸送によって革命が起きました。そして、そのコンテナ輸送は、瞬く

間に世界の物流スタンダードとして普及してゆきました。しかし、そのコ

ンテナ輸送が本当の意味で世界の国際物流の主流になるためには、世界最

大の消費地域であり生産地地域である、北米大陸において、普及し、主流

になる必要がありました。広大な国土を有するカナダおよび米国は、東西

の港に到着したコンテナをどうやって内陸の消費地に効率よく持ち込むか

が、そのキーを握っていました。  

当然、安価で内陸に持ち込むためには、鉄道輸送が一番です。1970 年代に

は、コンテナは鉄道の貨車に積まれ、内陸に運び込まれるルートや方法が

確立されました。 

そして、1970 年代中ごろには、大陸を鉄道で横断する、ミニランドブリッ

ジ（MLB）という輸送方法が確立します。  

これによって、日本を含めたアジア発のコンテナは、中单米パナマのパナ

マ運河を経由しなければ、北米大陸東海岸の港や都市へは運べなかった時

代から、鉄道によって西海岸から東海岸に運ぶことが出来るようになりま

した。また、紅海から地中海を経由したインド、中東の貨物に加えヨーロ

ッパの貨物も北米東海岸に下ろされた後、鉄道を使って内陸および、北米

西海岸の港や都市へ運ばれるようになりました。  

1980 年に米国において、貨物輸送の Deregulation（規制緩和）が、スタッ

ガード法という法律によって施行されました。カナダおよび米国にあった、

40 近い大小の鉄道会社は統廃合を繰り返し、その競争力、運賃の低価格に

生き残りを掛けて挑むことになります。 

  

http://www.jazzymade.com/
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規制緩和の“みそ

ぎ”にさらされた

鉄道業界に、救世

主として現れた

のが、「ダブルス

タックカー

(Double-Stack 

Car)」という新型

の貨車です。この

ダブルスタック

カー

(Double-Stack 

Car)というのは、

コンテナ積載用

に超軽量に開発された鉄道貨車で、今まで 1台の貨車に 1本のコンテナし

か積めなかった輸送から、2本のコンテナを 2段積みして、貨車に搭載す

ることが出来るように改良開発された新型の鉄道貨車です。 

 

ダブルスタックカー(Double-Stack Car)の出現により、鉄道会社は、路線

の複式線化(卖線の軌道を複数の軌道にして輸送能力を強化する方法では、

土地の買収や新たなレールを敶く等の膨大な設備投資が必要となります) 

の様な大掛かりな投資をしなくとも、輸送能力を 2倍に飛躍的に拡大する

ことに成功したのです。それは、同時にコンテナ 1本あたりの内陸の消費

地への鉄道運賃の低減につながりました。 

 

  

このようにして、世界最大の消費地であり、自動車、重機械から農産品に

至るまで多種多様な製品の巨大な生産地でもある、北米大陸の内陸部へ、

コンテナ輸送が一気に普及してゆくこととなります。  

余談にはなりますが、調べてみると、このコンテナを 2本を積むことが出

来る超軽量型の鉄道貨車：ダブルスタックカー(Double-Stack Car)の開発

には、日本の石川島播磨工業が一役買っていました。  

また、1980 年代の Deregulation（規制緩和）により、40 社あった北米の

鉄道会社は、、2000 年初頭までに、カナダ主要 2社（Canadian National Rail 

/ Canadian Pacific Rail ） 、米国主要４社(Union Pacific Rail / BNSF 

/ Norfolk Southern Rail / CSX ) に淘汰されました。このことは、

Deregulation（規制緩和）以前は、多数の鉄道会社の軌道を乗り継がねば、

コンテナが内陸へ輸送できず、無駄や、時間的なロスが生まれていました

が、乗り継ぐ鉄道会社の数が淘汰され、軽減されることにより、無駄な路

線は統廃合が行われると共に、鉄道における幹線の整備が進むこととなり

ました。  

また、ダブルスタックカー(Double-Stack Car)の導入と同時に、鉄道の長

大化が図られ、一回の列車が輸送する貨物量の拡大が図られました。 

  

動力機関車の強化や、複数

の機関車を連結すること

によって、100 両を超える

貨車を連結した列車が走

るようになりました。これ

が、北米で俗に言われる

「マイルトレイン(Mile 

Train)」です。全長が 1マ

イルつまり、1.6km 以上も

ある列車です。そして、こ

の「マイルトレイン」が大

陸の輸送を担うようになっていきます。 

  

これら、マイルトレインは、コンテナの積み下ろしを繰り返しながら、ト

ロント、シカゴ、デトロイトといった内陸の大都市に、西海岸の港から６

－７日間でコンテナを運び、最終的に東海岸に至ります。  

 

安価および大量に、北米大陸の内

陸部へコンテナを輸送できるよう

になったことは、コンテナ輸送の

飛躍的な普及を促進しました。ま

た、これは、北米大陸西海岸の港

から鉄道につながれるコンテナの

みならず、パナマ運河や、スエズ

運河を経由して北米大陸東海岸の

港に下ろされるコンテナについて

も、内陸の都市への輸送の道を開きました。  

また、北米東部沿岸部の都市は、パナマ経由でコンテナを受け取る以外に

も、鉄道によって西海岸から持ってくるという、選択肢も持ち得るように

なり、北米大陸のコンテナ輸送はルートに多様性を持つようになると共に、

コンテナ輸送自体が大きく北米大陸内で普及してゆく足がかりを掴むこと

となりました。   

私が、マイルトレインや、コンテナ鉄道輸送の革命を起こしたダブルスタ

ックカー(Double-Stack Car)を初めて見たのは、17 年ほど前に、会社から

米国に実務研修に出された折のことでした。ロスアンゼルス郊外の砂漠の

中を、３～４台の連結されたディーゼル機関車によって引かれる長大な列

車を始めて見たときに、北米大陸の物流のスケールの大きさに感動したこ

とを思い出します。フリーウェーの路肩に車を止めて、持っていたビデオ

カメラをズームにして、その延々と連なる、ダブルスタックカーに 2段積

みになったコンテナを無心で撮りました。しかし、あまりの長さに、いつ

までたっても最終車両が来ず、最終列車を待たずに、撮影を終わらせたこ

とを良く記憶しています。   
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最後に、北米大陸内陸の都市トロントで働き生活をするわたくしたちも、

1980 年代中ごろに開発され、北米大陸の鉄道輸送に革命を起こした新型の

超軽量貨車：ダブルスタックカー(Double-Stack Car)の恩恵を、日々受け

ていることは間違いありません。 

行ってよかった！おすすめスポット 

「ナイアガラ・オン・ザ・レイクの不思議な魅力」 

 

NTN ベアリング 牧 孝夫 

  

週末に時間があると、私はナイアガラ方面に車を走らせます。目的地はナ

イアガラの「滝」ではなく、カジノでもなく、“ナイアガラ・オン・ザ・

レイク”。田舎道をドライブしながら、目の前に広がる景色を楽しみ、時々

車を停めてカメラに風景を収めます。開放感にあふれた景色のなかに自分

を置いてみると、繁雑多忙な日常を忘れ、気分が和みます。 

ＱＥＷを西へ。オンタリオ湖とエリー湖を結ぶ運河を跨ぐＧａｒｄｅｎＣ

ｉｔｙ Ｓｋｙｗaｙを過ぎて間もなく、Ｅｘｉｔ３８ｂを出て、ナイアガ

ラ・オン・ザ・レイク方面に進路を取ると、道の両脇に広がる果樹園…の

どかな景色が疲れた気持ちを解してくれるような気がするのです。 

果樹園が広がるナイアガラ・オン・ザ・レイク近辺での楽しみは、ワイナ

リー訪問。それぞれのワイナリーに個性があって、その建物、内部のディ

スプレー、商品棚などを見て歩くのも結構楽しく、次々にワイナリーを「は

しご」して、その印象を比べてみるのも一興です。もちろん、食事ととも

に美味しいワインを味わうことも大きな楽しみであることは、言うまでも

ありません。 

 

ナイアガラ・オン・ザ・レイクの街に程近いブドウ畑の中にある有名ブラ

ンドのワイナリー。まず、ブランチの予約を入れていたレストランの窓際

の席に着席。陽光が眩しいくらいにテーブルに振り注いでいます。ガラス

越しに広がるブドウ畑を眺めているだけでも、気持ちが明るくなってきま

す。 

やがて、運ばれてきたスパークリング・ワイン。グラス

の中で小さな気泡が次々に浮かび上がってきます。前菜、

そしてメイン・ディッシュ。料理に合うワインなのか、

ワインに合う料理なのか…。店の雰囲気、おしゃべり、

料理、そしてワインを楽しむ、ちょっと贅沢だけど、素

敵な大人の休日の過ごし方だといえるでしょう。 

ワイン製造工程の見学

ツアー（有料）もあります。畑で、ブド

ウの種類や収穫期などについて聞いたあ

と、ワインを絞る工程、樽詰めをする工

程などの説明があり、樽の醸造庫も見せ

てくれます。そして、ティスティングの

仕方、ワインの味わい方も教えてくれて、

奥深いワインの世界の入門編を体験する

ことができるのです。 

ご家族で果樹園に行き、果物の木を観察するという楽しみ方もあります。

春、果樹園には、りんごや桃、さくらんぼなどの木に見事な花が咲き誇り

ます。夏には青々とした葉が茂り、収穫期の秋には色づいた果実が…。食

卓の上やスーパーマーケットの売り場で果実の部分しか見たことがない子

供たちは新しい驚きを発見し、親子の会話も弾むことでしょう。 

 

 

 

ナイアガラ・オン・ザ・レイクの街

は、ご存知の方も多いと思いますが、

雑貨、小物、ジャムなどを売ってい

る店がたくさんあり、見て回るだけ

でも楽しいところです。夏ならば、
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アイスクリームを食べながら散歩したり、12 月ならクリスマス・ショップ

でお気に入りのオーナメントを探すなど季節感を味わいながら、のんびり

ぶらぶら週末を過ごすのもいいものです。 

トロントから 90 分程度のドライブですので気楽にいくことができます。世

界的に有名な「滝」とは異なり、控えめで派手さがなく、いつ、何回行っ

ても飽きることもなく、訪れるたびに新しい景色や発見に出会うことがで

きるところが、ナイアガラ・オン・ザ・レイクの不思議な魅力なのです。

ちょっと気晴らしに、次の週末にナイアガラ・オン・ザ・レイクへドライ

ブに出かけませんか？ 

 

（言わずもがなですが…車を運転される方は飲酒、脇見厳禁です。交通安

全には充分お気をつけて、ドライブをお楽しみ下さい） 

 

私のとっておきの店  

 

「甘いものお好きですか？  

Monsieur Félix & Mr. Norton」 

 

商工会事務局 伊東 義員 

  

自分は、50 を過ぎたオヤジですが、甘いもの大好きなんです。 

数年前にそれまで浴びるほど呑んでいたお酒をスパッと止め、今は甘党一

直線です。ケーキ、チョコレート、アイスクリーム、大福、あんみつ、な

どなど。あ～、思い浮かべるだけでも、よだれが…。まあ、オヤジの妄想

はこれくらいにして、  

これからのホリデーシーズン、暖かい部屋でお気に入りのコーヒーや紅茶

を入れ、家族や気の知れた友人とお茶するなんて、いいと思いません？ 

そこに美味しいクッキーがあれば、最高ですよね。 

そこで今回は、とても美味しいクッキー屋さんをご紹介します。 

「Monsieur Félix & Mr. Norton」 

 

スイスのパテシエ学校で一緒に学んだという、生粋のフランス人 Félix 

Renaud と、チョコレートチップクッキー発祥の地であるボストン（知りま

せんでした）生まれの Norton Feetwood III の二人が、1985 年にモント

リオールに最初の店を開店したのが始まりだそうです。（因みに、Mr. 

Norton は、スイス時代に会ったモントリオール出身の女性 Julie を忘れる

ことができずに、彼女を探しにモントリオールに来て、既にそこでお店を

開いていた Félix と再会したのが一緒にお店を始めるきっかけだったとか。

その後の Julie への恋心は・・・？）  

そして、ボストン伝統のチョコレートチップクッキーの レシピと、チョコ

レートとナッツにこだわったフランスのテイストを合わせた独自のクッキ

ーを生み出しました。ダークチョコレート、ミルクチョコレート、ホ ワイ

トチョコレートを使ったチョコレートチャンククッキーは、とても軟らか

く、口の中でとろける、この柔らかさが持ち味です。それにナッツを添え

た歯ごた えのあるクッキーも絶品。知らぬ間に手が出てしまい、何枚でも

いけます。（これは、ちょっと危険かも？） 



 
2009 年 12 月号 トロント日本商工会 

 

~ 7 ~ 

 

自分のおすすめは、なんといっても、Ménage à Trois ®。フランス語の意

味としては、ちょっと意味深な言葉のようですが、フランス語の解らない

自分には、とにかく美味しい一品で、3種のチョコレートチャンクを一つ

にまとめた絶品のクッキーです。この名前、商標登録もしているそうで、

まさに自信作です。それに、Macadamia and White Chocolateや、Lemon White 

Chocolate など、ホワイトチョコレート物は本当に美味しいですよ（もち

ろん、ダークチョコやミルクチョコも、美味しいのですが、自分がホワイ

トチョコが好きなもんで、ちょっとひと押し）。 

 

ま た、このお店では、ユニークなギフトパッケージをたくさん用意してあ

ります。小さなお子さんが喜ぶ機関車や動物をあしらったバックや陶器の

入れ物、置物と しても欲しいと思う豪華な容器などに、お好みのクッキー

を入れて買うことができます。お店で見ていると、あれも欲しい、これも

いいな、とつい、クッキーを 買いに来たことを忘れてしまう楽しさです。

我が家でも、ちょっとした御礼やパーティーの時などに、そうしたギフト

パッケージを用意し、大変喜ばれています （たぶん）。もちろん、買いに

行った時には、我が家の分もしっかり買いますよ（ついつい、余分な出費

が…）。 

  

 

これからホームパーティーに招待されることも多い季節。時には、こうし

た贅沢クッキーもいいんじゃないですか。 

現在、トロント地区には、2店あります。ぜひ一度覗いてみてください。 

  

Monsieur Félix & Mr. Norton  

8601 Warden Ave. 

at Highway 7 Markham  

905 479 2172  

www.cookiesandfudge.com  

http://www.cookiesandfudge.com/
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Monsieur Félix & Mr. Norton 

Toronto Eaton Centre South Toronto 

416 595 5379 

www.freshlybaked4u.com 

Born In Canada ―カナダのこんな会社 

「携帯をもっとお洒落に清潔に ～アイ・スキン社～」 

 

日本貿易振興機構（ジェトロ）トロントセンター 

樽谷範哉 

  

日本では若者の携帯電話には必ずといっていい程、ストラップなどのアク

セサリーがついていますね。でもカナダでは日本ほど見かけることはあり

ません。カナダのビジネスパーソンの多くが利用しているブラックベリー

（注）や i-Phone にはストラップを通す穴がついていないことが多いので

す。i-Mode などの携帯電話からブラックベリーや i-phone に変えた方は、

案外こんなところで戸惑っているのかもしれません。 

 

ブラックベリーや i-phone ももっとお洒落にしたい。そんな方にお勧めな

のがトロントにある i-skin inc.（アイスキン社）が提供するカバーケー

ス。同社のウェブサイトから20ドル～30ドル程度で購入できます。i-phone

や i-pod の美しさを引き出すデザイン性に優れた同社の製品は、カナダは

勿論のこと、日本でも多くの支持を集めています。

 

写真左：ブラックベリー用カバーケース 

写真右：i-phone, i-pod 用カバーケース 

【写真提供:i-skin 社】 

 

 

豊富な製品ラインアップには、携帯端末以外にもラップトップ用のキーボ

ードカバーケースやディスプレーカバーケース、お洒落なヘッドホンやイ

ヤホンなども 含まれています。同社の製品はデザイン性に富むばかりか、

操作性にも優れている上、臭いや汚れの増殖を防ぐ優れた殺菌作用を要し

ているため、新型インフル エンザが広がるこの時期に必要な製品といえる

でしょう。病院のシステム機器などにも利用されているようで、その殺菌

作用はお墨付きを得ているといえます。 

 

豊富な製品ラインアップには、携帯端末以外にもラップトップ用のキーボ

ードカバーケースやディスプレーカバーケース、お洒落なヘッドホンやイ

ヤホンなども 含まれています。同社の製品はデザイン性に富むばかりか、

操作性にも優れている上、臭いや汚れの増殖を防ぐ優れた殺菌作用を要し

ているため、新型インフル エンザが広がるこの時期に必要な製品といえる

でしょう。病院のシステム機器などにも利用されているようで、その殺菌

作用はお墨付きを得ているといえます。 

 － Dress your blackberry up ! 

  この冬、殺菌対策も兼ねて、ブラックベリーをドレスアップしてみては

いかがでしょうか？ 

 ※前回（09年09月）の会社紹介スペーシャル・ビュー社に続き、『i-Phone』

や『i-Pod』関連のアプリケーションを紹介しました。カナダには携帯電話

やゲーム関連企業が多く集積しています。 

（注）カナダのリサーチ・イン・モーション社が開発した携帯端末。 

http://www.freshlybaked4u.com/
http://www.torontoshokokai.org/trillium/200909/-cacompany_0909.html
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http://www.torontoshokokai.org/trillium/200504/cacompany_0504.htm 

≪著者プロフィール≫  

樽谷範哉  

日本貿易振興機構（ジェトロ）トロントセンター勤務。カナダ経済・産業

情報の収集やカナダ企業への対日ビジネス支援を行っています。ご質問が

ございましたら何なりとお申し付けください。 Noriya_Tarutani@jetro.go.jp 

 

HELP!体験記 

「飛行機のトラブル」 

 

在トロント日本総領事館 川原 聡 

  

トロント総領事館の川原です。７月末に笹尾領事の後任として赴任しまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 

さ て、冬のトラブルということで今回私がお話しさせていただくテーマは、

「飛行機に関するトラブル」です。吹雪による欠航に巻き込まれた方も多

いのではない でしょうか。中には私よりも多く飛行機を利用されている方

も多々いらっしゃるとは思いますが、利用回数の割には比較的トラブルに

巻き込まれている私です。 

●突然の欠航 

私は日本からトロントへ赴任する際、シカゴを経由しました。７月 28 日、 

日本からの便を降り、別のターミナルに移動。乗り継ぎ便搭乗口の前で、

しばし休憩とばかりに休息しているのも束の間、カウンターの職員が機材

故障による出 発遅延をアナウンスし始めました。利用客はそこそこいたた

め変な勘ぐりはしませんでしたが、それから待たされること２時間。 

機 内で眠れなかったこともあり、いつの間にかうとうとしていた私。気づ

くと周りに誰もいません。欠航を知った乗客達はすでに別のカウンターで

手続きを取って いたのでした。カウンターで話を聞くと、私はすでに翌早

朝の便にブックされていました。トロントでは笹尾氏が待っていたことも

あり、連絡。相談の上結果的 にこのブッキングを受け入れましたが、「何

を勝手に翌日に…」というのが本音でした。 

なお、当日のホテルは航空会社が留保し、宿泊代に加え 15 ドル分のレスト

ランのバウチャーも航空会社の負担でした。疲れていた私はバウチャーを

頼りにルームサービスを頼みましたが、空腹で量を考えず大量に注文し、

チップやら税金やらで結局 35 ドルも支払い、なんともペースを乱された１

日でした。 

●なぜ？オーバーブッキング 

欠航はある程度やむを得ないとしましょう。しかし、どうも理解できない

のがオーバーブッキングです。夏期休暇で訪れた米国のある空港で、自分

の搭乗する便に対しボランティア（自主的搭乗回避）を募集するアナウン

スが流れたのです。 

内 容は、数時間後の同じ路線にてファーストクラスを用意するというもの

でした。朝も暗いうちから起床し、毎度の煩雑な搭乗手続きを経てようや

く到着した末に このアナウンス…。その便を逃すと次の目的地への訪問が

台無しになるため尐し焦りましたが、あるご夫妻がボランティアに名乗り

出てくれたおかげで事なきを 得たのです。 

これも規模が巨大故、システム上仕方のないことなのかもしれませんが…。

いつ欠航がおこるか分からないと考えるとどうしても自ら名乗り出る気に

はなれません。 

●乗り換えのトラブル「ロストバゲッジ」 

国際線を利用して他の便に乗り継ぐ場合、荷物のピックアップが必要なケ

ースがありますが、私は出張で経由したロンドン・ヒースロー空港とＮＹ・

ＪＦＫ空港で計２度、ロストバゲッジを経験しました。ヒースローでは、

日本からの便が 50 分遅れ、次の便への乗り継ぎ時間が 40 分となり、トラ

ンクが間に合わないかもと不安に思いつつも自分は乗り継ぎ便に駆け込み、

案の定トランクは届きませんでした。ホテルからつたない英語で必死に問

い合わせ、便が多い路線でもあったことからその日のうちに到着しました。 

し かし、ＪＦＫでは多尐事情が違いました。バゲージクレームでピックア

ップし、ターミナルの通路に出るまでの間に荷物預け入れポイントが出現、

一人だけ立っ ていた男性が「ここで預けていけ」と主張。実はこれは旅行

代理店から指示された場所と違ったのですが、自信満々のこの男性の助言

を私と同僚の３人は信用 し、そこで預け次の便に乗りました。しかし、我々

３人と私の荷物、同僚２人の荷物は目的地とは異なる３つの国へと旅立っ

たのです。 

トランクが到着したのは２人が翌日、もう１人は翌々日のことでした。長

旅のためスーツをトランクに入れていた我々は目的地でスーツを着ること

ができず、どうしても必要だったため３人で町をさまよい、なんとかＹシ

ャツを買い、ジャケットは借りて事なきを得ました。 

●突然の行き先変更 

http://www.torontoshokokai.org/trillium/200504/cacompany_0504.htm
mailto:Noriya_Tarutani@jetro.go.jp
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これはインドでの事ですが、搭乗率が低かったのか、成田行きの飛行機が

突然バンコク経由の１ストップ便に変更になったことがありました。 

日本で重要な用務があった幹部がこのあおりを受け、その後便を何度も変

更した挙げ句、利用便が遅れその幹部が空港で立ち往生するなど、相当あ

わてたことを覚えています。 

北米の航空会社でも似たような事例を聞いたことがありますが、日本人に

は理解しがたいのではないでしょうか。この現地某航空会社、この前日に

は鳥が「接触した」（エンジンへの巻き込みでなく）という理由で欠航し、

現地の新聞にも載りました。あなどれません。 

●飛行機に対する私の考え方・備え 

１）欠航は仕方なし 

欠 航を機に、空港で出発情報を眺めてみると、想像以上に欠航は多いこと

が分かります。機材故障、機材繰り、理由はいろいろで、確率にすると微々

たるものかも しれません。それでも欠航が日常的であることは空港職員の

実に淡々とした対忚が表しています。そして我々はそれに対し為す術があ

りません。文句を言っても 互いに不機嫌になるだけです。 

この夏は普段にまして雷雨が多かったとのことですが、雷雨による欠航や遅

延に巻き込まれたという方が私の周りにもいらっしゃいました。重 要な会議を

前に欠航などに遭遇すると、ついあり得ないと思ってしまいますが、国土

が巨大な北米では列車やバスが必ずしも便利でないことを考えると、ビジ

ネ スシーンにおける飛行機への依存は避けられないところであり、欠航は

仕方がないと認識し、とにかくあわてず冷静に対処することが重要なので

しょう。 

２）事前の確認 

ピアソン空港はよく利用しますが、日本からの便は１時間早着することもざ

らで、ＧＴＡサイトでの発着情報確認は欠かせません。また、万全を期して事

前に予約の電話確認をする場合もあります（国によっては必須）。 

そんな中、一 部の航空会社で予約客に運航便のキャンセル・遅延情報をメ

ールで伝えるサービスが始まるそうです。悪天候などで運休になった場合、

代替便情報も提供し予約 変更をパソコン、携帯情報端末で受け付けるとの

事です。これから厳しい冬を迎え、気象条件がいっそう航空会社を悩ませ

るのかもしれませんが、このような サービスは利用客としてもありがたい

のではないでしょうか。他の航空会社にもこのようなサービスが広まって

いくとうれしいですね。 

３）乗り継ぎにおける荷物預け入れポイント 

私 は赴任でシカゴ・オヘアを使用するにあたり、トランクの預け入れポイントを

事前に教示されてましたが、これが実際わかりにくく、荷物も多くて迷っていると 

ころを日本人スタッフの方が親切にポイントまで連れて行ってくれました。ただ、

たどり着くと、そこはとても一般の乗客が預け入れポイントとは認識できそう に

ない場所。そこに黙々と荷物を捌く職員が二人。 

シ カゴ・オヘアのロストバゲッジは有名であることを聞かされていたことから、３

度目のロストが頭をよぎりましたが、そこのスタッフにしっかり確認、指示をし て

くれたこともあり、荷物は無事届きました。こういったことからも、初めての空港

（特に巨大なハブ空港）ではバゲージクレームの近くで日本人スタッフに確 認

をするようにしています。 

４）ＥＳＴＡ（電子渡航認証システム）は試行段階 

直 前の入国審査では、私のパスポートをしばし眺め、他の管理官と何やら相

談していたので、戻ってきた時にＥＳＴＡの事を話しましたが反応が薄い。そのス

タッ フの方によると、先般米国が導入したＥＳＴＡについて残念ながらすべての

入国管理官が正確に把握しているわけではないそうで、あくまで試行段階であ

るとの 現状を教えてくれました。入国審査ではとにかく管理官の質問に正確に

答えるということでしょうか。 

５）米国では 25セントコインが便利 

欠航等のトラブルに遭遇すると、携帯をお持ちであれば問題はないでしょうが、

万が一持っていなければ、どこかで電話をする必要もでてきます。私はシカゴオ

ヘアで電話を架けたくてもコインがなく、わざわざ水を買い、そのおつりで電話を

かけました。 

ま た、空港近辺のホテルなど一部では送迎が無料であっても、まずはフロント

に電話をかける必要がある場合もあります。公共交通機関でもコインは重宝し

ます。 米国ではダウンタウンと空港間で一般の路線バスや地下鉄が運行され

ている場合が多く、結構な距離でも僅か１．２５ドルで利用できるところもありま

す（シア トルやヒューストン等）。ほとんどの空港で両替機はなく、お札では対

応できないと乗車を断られたことがあります。米国への訪問が複数回に及ぶ場

合は、次回 のためにクォーターコインを数枚残しておくと良いと思います。 

ＨＥＬＰ体験記とうことでトラブルばかり書きましたが、飛行機は実際我々に欠か

せぬものです。利用の仕方ひとつで便利にもなれば、経済的にもなりますし、う

まくつきあっていきたいものですね。 

 

 専務理事のばたばた日記  

第 33 回 

 

商工会事務局 伊東 義員 

  

10 月祭り日  補習校は秋祭り：わっせ！わっせ！！ 
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小さい頃、秋になると楽しみだったのが、町内会のお祭りと秋の大運動会。

なぜ、“大” なのか？自分の小学校のころは、春に“小”運動会があっ

たから（懐かしいなあ）。そこで、カナダの短い、 (本当に短い！・・・

なにもそんなに強調しなくても)秋に、子供たちに日本的行事を体験して欲

しいという思いから、補習校小学校 2年生中心に秋祭りが行われた。自分

たちで飾りつけをした御神輿を担ぎ、周りで見ている幼稚部園児、小学 1

年生、それを暖かい目で見守る保護者の方々からの掛け声で、最高潮へ。

みんなの顔が教室にいるときとはチョット違うぞ。普段は、おとなしい子

たちも、気持ちの中に騒ぐものが沸き起こってくるんじゃないかな。 

自 分も小さいころは、お祭りで山車を引いて、お菓子やみかん、柿などを

もらうのが楽しみだった。いつかは、御神輿を担いでみたいと思いながら、

結局、そうし た機会はなかったが。実家の母に聞くと、今は子どもたちが

参加しないので、年寄りばかりのお祭りで盛り上がらないという。かえっ

て、外地にいるほうが、こ うしたお祭りを体験できていいのかも。 

同じ日、高等部で初めて運動会を行った。生徒会が主導して計画を立て、

先生方の協力で授業時間を尐しずつ削り、午後の 1時 間ほどの尐ない時間

ながら、楽しんだ。残念ながら前夜より雨が降り、体育館での開催となっ

たが、まあ、それはそれで。学年を越えて紅白に別れての激戦！こ んな真

剣な顔、見たことないぞ！！現地校では、テストやプロジェクトに終われ、

あまり身体を動かすことがない生徒たちにとっては、とてもよい時間だっ

たよ うだ。特に、生徒たちが自ら企画し、皆の協力を得て実施できたこと

がとてもうれしい。みんな、成長したな！成長してないのは、自分だけか？ 

 

10 月ランチョン日 ランチョン講演会：やはり、うまいなあ！昼食じゃな

く、講演がですよ！ 

ト ロントには、商工会と同じような目的で設立されたジャパン・ソサエテ

ィという団体がある。ただ、商工会が日系企業中心の団体であるのに対し、

あちらはカナ ダ企業が中心（かな）。お互い協力し合って、日加の親善、

交流、ビジネス振興に寄与しましょうという間柄。そのジャパン・ソサエ

ティが西田大使のランチョ ン講演会を開催するので、会員の皆さんにもご

案内して欲しいとの連絡を受け、自分にもご招待を。お昼が食べられる♪

♪と、いそいそと出かけた（おいおい、 西田大使のお話が目的じゃないん

かい！）。 

会 場は、お馴染みのダウンタウンの法律事務所内。この法律事務所、自分

が商工会に来る前にお世話になった会社の顧問法律事務所で、何度となく

足を運んだから か、受付の女性に名前を覚えられている。「ハ～イ、ミス

ター・イトウ」、相変わらず愛嬌がいい！西田大使のお話は、さすが。コ

メントなどできない上手さ。 今後のために参考にせにゃ。事前に十分時間

をかけて原稿を仕上げるんだろうな。自分は、いつもいきあたりばったり

で勝負して、連敗中。戦略変更は必至だ な。でも、さてどうすれば？ 

10 月日本語日    JF 日本語教育レクチャー：キューバで日本語教育？ 

日 本語教育にも力を入れている国際交流基金が、日本語教育レクチャーを

開催し、どんな場所にも顔を出すオヤジとしては、興味深々で出席した。

レクチャーの テーマは、「キューバにおける日本語教育」 え！キューバ

で日本語教育？自分の尐ない知識の中では、キューバと日本語教育とは、

まったく結びつかなかっ た。でも、レクチャーを聴いて、意外や意外（失

礼！）、キューバの外国語教育、侮れない。 

大学の先生は、一人で 2ヶ国語、3ヶ国語を教え、学生も日本の大学での

カリキュラム時間とは比較にならないほどの時間（4年ないしは 6年間で

4500 時間？）を費やし（来年以降、ちょっと減るようだが）、通訳や研究

者になるという。 

ちなみに、日本人観光客は、年間 700～800 人 だそうで、やっぱり日本か

らは遠い国。でも、観光に訪れるのがみんな同じ時期に集中しているので、

日本語ガイドの仕事は一時的にではあるが、需要があるら しい。やはり、

仕事を得るために語学勉強に必至になる人、そしてそれを支援する大学、

政府は違う。何事も一生懸命にならにゃ。カナダに 17 年以上いるが、一向

に上手くならない自分の英語を振り返ると、情けない（と、自分への反省

多し）。 

10 月交流日 借用校交流会：盛り上がったな。自分のスピーチが無ければ

もっと・・・ 

補習校は、トロントの教育委員会から現在の校舎を 1982 年より借用してお

り、今年で 27 年。補習校に通う生徒の住居地域は徐々にトロント市の外郭

に広がってきているとはいえ、まだまだトロント市内に住んでいる生徒が

半数。これまで大過なく運営できたのもひとえに教室を使わせてくれる現

地校の先生方の協力があればこそ。 

しかし、補習校は土曜日の開校なので、クラスの先生と会う機会はほとん

どない。そこで、年に一度、交流会を開催している。今年も、空港近くの

ホテルでのディナーパーティーに招待した。現地校、補習校で総勢約 40

名 強。本当は、もっと参加していただきたいのだが、土曜日の夜で、わざ

わざ休みの日に出てきてくださる方はどうしても限られるようだ。交流会

に先立ち、会員 企業さんに景品粗品の御願いをしたところ、皆さん、快く

提供してくださり、うれしい悲鳴。参加してくださった現地校の先生方に、

抽選で好きなものを順番に 選んでいただいた。当日参加できなかった現地

校の先生方にも、いただいた景品が渡るように現地校の校長先生にお願い

した。次の授業日には、教室の先生から 御礼のレターやメモをいただいた

クラスも。 

補 習校は、現地校先生方の協力、補習校先生方の努力、保護者の方の支援、

そして企業さんのサポートがあって、はじめて成り立つ。そうした当たり

前のことを改 めて感じた。交流会では、学校を代表して簡卖なスピーチ（そ

れも苦手な英語で！）をした（させられた？）。今回は、メッセージを伝

える相手が現地校の先生 ということで、それなりの文章を準備（したつも

り）。でも、もし日本の人向けのスピーチだったら、絶対あんな内容には

しないだろうな。どんな内容か？それ はちょっとここでは・・・。 

 

（上記記述は、筆者の個人的意見、判断で書かれているもので、商工会の

意見・意向を反映しているものではありません。また、個別内容について、

誤解、理解不足等があるかもしれませんが、それらは全て筆者の責任によ

るものです。） 
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広報委員のひとりごと 

「カナディアンぽくなったかな？と思うとき」 

 

ニコン 佐竹 良太 
 

  

私事ですが 12 月は私がトロントに赴任してきた月でもあります。アッとい

う間に 6年が過ぎましたが、それでも時々、自分自身が「なんとなくカナ

ディアンになった」と感じることがあります。例えば・・・  

・ 「12 oz のステーキが食べ切れるようになった」 

赴任前、出張でトロントを訪れたときに連れて行かれたステーキレストラ

ンで、半分でギブアップした思い出がありますが、今や出張者を連れて行

って、その様子を見る側になりました。胃袋が確実に大きくなっています。  

・ 「カナダの甘～いケーキが我慢できるようになった」 

また食べ物ですが、カナダの甘い＆やたらとカラフルなケーキ、未だに慣

れはしませんが、それでも出されれば食べられるようになりました。皆さ

んはどうですか？  

・ 「嫌なら後で返品すればいいや、と思って買い物するようになった」 

日本では、返品するということをあまりしませんでした。しかしこちらで

は、しばしばレジの列より返品で並ぶ列のが長い、という光景を目にしま

す。私も、妻の買い物に付き合っていて、「合わなかったら返せばいいじ

ゃん」と買わせていることがあります。  

・ 「思わず、Oops と言ってしまう」 

日本にいたとき、海外駐在から戻った先輩が、何か拍子に「Oops」と言う

のを聞いて、「それはちょっと外国かぶれでは？」と思っていました。そ

れが気づけば、自分が思わず「Oops!」と口走っています。  

・ 「寒さへの感覚が鈍くなった」 

赴任直後の 1月にマイナス 25 度を体験しました。当時はズボンの下に、日

本から持ってきた雪山登山用のスパッツを履いて通勤しました。今では、

冬は日本の家の中の方がよっぽど寒いと思うようになりました。  

・ 「家族との時間を大切にするようになった」 

日 本人もカナダ人も家族への思いの深さは同じだとしても、その表現の仕

方は全然違うなと思いました。カナダ人の、家族との時間を大切にする姿

勢はストレート でわかりやすく、私には共感するところがありました。最

近日本では「ワークライフバランス」ということがよく論じられるようで

すが、日本のサラリーマンに は、自分の時間、家族との時間を犠牲にして

仕事をしてしまうところがありますよね。  

皆さんも、それぞれに大なり小なり、ここトロントでの生活から何らか影

響を受けて、自然と感覚が変わってきていることがあるのではないでしょ

うか？ その変化自体も、ふと振り返ってみると意外と面白いものですね。 

  

 

[編集後記] 

12 月です！雪も降り、冬本番となってまいりました。長くつらい冬ですが、

楽しみもたくさんあります。クリスマスのプレゼントは大人になってもう

れしいものですし、忘・新年会もお酒を楽しむよい理由となりますね。 

今年一年とりりあむをご愛読いただきありがとうございました！来年もど

うぞよろしくお願いします。皆様、よいお年を！ 

（神林）E-Mail: shokokai@echo-on.net 
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